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資料③ 

大学入試の在り方に関する検討会議 提言 

本検討会議の設置の経緯と審議の経過 本検討会議は、令和元年11 月、12 月に発表され

た「大学入試英語成績提供システム」及び大学 入学共通テストにおける国語・数学の記述式

問題の導入見送りを受け、大学入試における英語４ 技能の評価や記述式問題の出題を含めた

大学入試のあり方について改めて検討を行うために、令 和元年12 月に文部科学大臣の下に

設置された。 

1.会議のメンバーは、大学入試や高等教育政策、国語・数学・英語の教科教育や学習評価、

特別支 援教育、子どもの貧困対策等の専門家を含む 11 名の有識者委員、国公私立大学、公

私立高等学 校、高等学校ＰＴＡの関係団体から推薦された７名の団体代表委員から構成され、

オブザーバー として大学入試センター理事長が参画した。 

そして、①英語４技能評価のあり方、②記述式出題 のあり方、③経済的な状況や居住地域、

障害の有無等にかかわらず、安心して試験を受けられる 配慮、④その他大学入試の望ましい

あり方をテーマとして、令和２年１月の初回以来、およそ月 ２回のペースで精力的に議論を

行ってきた。 

また、会議発足後、新型コロナウイルスの感染拡大が、学校教育や大学入試にも大きな影響

を与 える事態となったことを踏まえ、ウィズコロナ・ポストコロナ時代の大学入学者選抜の

あり方に ついての議論も併せて行った 

2.審議に当たっては、会議を公開するとともに、外部有識者からのヒアリング（現役高校生・

大学 生、現職教員を含む様々な立場の有識者39 名から意見聴取）、初の取組となる選抜区

分ごとの詳 細な大学入学者選抜の実態調査（令和２年７～９月実施、計48,843 選抜区分）

や全大学・全学部 へのアンケート調査（令和２年７～９月実施、回収数：719 大学、2,338 学

部）、広く国民からの Ｗｅｂによる意見募集（令和２年８～９月実施、669 件の意見）等の

結果を踏まえつつ、過去の 問題点の分析と今後に向けたあり方の検討を両輪としながら、議

論を行ってきた 

3.この度、計28 回に及ぶ審議の結果を基に、次のとおり提言として取りまとめた。 

今後、文部科学 省においては、本提言の内容を十分に踏まえ、令和６年度に実施される新

学習指導要領に対応した最初の大学入学者選抜に係る予告の策定をはじめ、高大接続の関係施

策の改善に生かすとともに、施策の実施状況をフォローアップし、新たに設けられた常設の会

議体（大学入学者選抜協議 会）に報告願いたい。 

また、本検討会議において中長期的な課題と整理したものについては、当 該会議体の中で

継続的な検討を求めたい。 「大学入試英語成績提供システム」及び大学入学共通テストにお

ける記述式問題の導入見送りについては、外部弁護士の協力を得て行った過去の検討経緯の整

理・検証を踏まえ、そこから得られる教訓を基に大学入学者選抜に係る意思決定のあり方を議

論した。文部科学省においては、今回の事態が受験者等に与えた影響を真摯に受け止め、提言

に盛り込んだ大学入学者選抜に係る意 思決定のあり方に示された諸観点については、今後、

広く他の施策においても生かされることを強く求める。 以下項目のみ列挙 



6 

第１章 大学入学者選抜のあり方と改善の方向性 

１．大学入学者選抜に求められる原則 

２．これまでの教訓を踏まえた大学入学者選抜の改善に係る意思決定のあり方. 

３．コロナ禍での大学入学者選抜をめぐる状況変化 

４．入試システム全体に目配りした総合的な検討の重要性 

 

第２章 記述式問題の出題のあり方 

１．記述式問題の意義・必要性 

２．大学入学共通テストへの記述式問題の見送りの段階で指摘された課題 

３．記述式問題に関する出題の実態や大学の意見 

４．記述式問題の出題推進の考え方 

５．記述式問題の出題の推進策 

６．高等学校・大学における教育の充実 

 

第３章 総合的な英語力の育成・評価のあり方 

１．総合的な英語力の育成・評価の意義 

２．「大学入試英語成績提供システム」の見送りの段階等で指摘された課題 

３．英語資格・検定試験の活用の実態や大学の意見 

４．総合的な英語力評価の推進の考え方 

５．総合的な英語力評価の推進策 

６．高等学校・大学における総合的な英語教育の充実  

 

第４章 地理的・経済的事情、障害のある受験者への合理的配慮等への対応. 

１．現状と施策の基本的な方向性 

２．大学入学者選抜の受験機会における地理的・経済的条件等への配慮 

３．障害のある受験者への合理的配慮の充実  

  

第５章 ウィズコロナ・ポストコロナ時代の大学入学者選抜 

１．令和６年度実施の大学入学者選抜に向けて 

２．秋季入学等の学事暦・修学年限の多様化・柔軟化に対応した大学入学者選抜のあり方. 

３．総合型選抜・学校推薦型選抜の推進 

４．大学入学者選抜におけるデジタル化の推進 

５．大学入学者選抜の改善に係る実施・検討体制  


